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XBRLとは何か
データとしての環境報告の課題

環境報告へのXBRLの適用
環境報告タクソノミ

本日の内容
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XBRLとは何か

XBRL（eXtensible Business Reporting Language）とは、
拡張可能な事業報告用言語と言われるXMLベースのコン
ピュータ言語（データ記述言語）である。

データに標準的なタグ付けを行うことでコンピュータ処理を効

率化する。

タクソノミと呼ばれるデータ項目の属性情報をまとめた定義体

と、インスタンス文書と呼ばれる実データで構成され、それぞ

れが別ファイルとして存在する（定義体とデータの分離）。

技術仕様が無償で公開されている。
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XBRLの文書構成
XBRLはタクソノミとインスタンス文書で構成され、イン
スタンス文書は実データの集合であり、タクソノミはイ
ンスタンスの「振る舞い」を規定する定義体である。

インスタンス文書

表示リンク

定義リンク

計算リンク

名称リンク

参照リンク

数値、日付、文字列などの実データ

タクソノミ

実データを定
義するタグ及
び属性情報

実データの表示順序

実データの定義関係

実データの加減算関係

タグの表示名称

タグの出典情報

XBRLとは何か
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タクソノミ
スキーマ



XBRLのメリット
A
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XBRLデータ

標準タクソノミ

拡張タクソノミ

インスタンス文書 定義体と分離されたデータ

共通ルールの定義体

報告者固有の定義体

データ解釈の曖昧
さを低減

報告者固有の事象
を拡張タクソノミ
で表現

報告者と利用者の間（n対n）のデータ解釈
の共有化

報告者が使っている共通ルールの明確化

報告者固有の事象の把握が容易

ルールの準拠性チェック（バリデーショ
ン：バリデーション自体の授受も可能）に
よる信頼性向上

比較可能
性の向上

自動処理
による効
率化

特徴 実現 期待

XBRLとは何か
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データとしての環境報告の課題
各種ガイドラインに基づいて作成しているが開示項目の粒度・範囲が共
通化されていない。

環境報告書として環境情報そのものを報告する場合や、CSR報告書のよ
うに、企業の持続可能性報告における１つの構成要素の場合がある。

各社のWebサイトで開示されている。
PDFやHTMLなどフォーマットが統一されていないうえ、表示のための
フォーマットであり、再利用が非効率。
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A社

B社

C社

HTML

PDF

A社
Web環境報告

ガイドラ
イン

GRIガイ
ドライン

環境
報告書

CSR
レポート

B社
Web

C社
Web

A社
開示
項目

B社
開示
項目

C社
開示
項目

開示項目
の粒度

報告形式 掲載場所 フォーマット



環境報告へのXBRLの適用
環境報告にXBRLを適用することで
データの流通及び再利用のコストが削減される。

他の非財務データ及び財務データとの連携により、データの
利活用が促進される。

環境
報告書

XBRL

CSR
報告書

XBRL

財務報
告（有
報等）

XBRL

CCRF*1

/CDP*2

XBRL

*1 気候変動報告フレームワーク
*2 カーボンディスクロージャー
プロジェクト

財務情報との
フォーマット
共通化

気候変動情報
の参照

GRIタク
ソノミと
の連携

財務情報と
非財務情報
の統合利用
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XBRL適用済
（運用中）

GRIタクソ
ノミ公表済

XBRL適用検討中



XBRL適用による利便性向上
報告者はタクソノミで開示項目の粒度・範囲が明確になり、ガイドラインの理解
に役立つ。また個社拡張により独自性が尊重される。

利用者はXBRLをそのまま利用することで企業間比較、経年分析が容易になる。
ガイドライン作成者は改訂時に報告者の拡張状況の分析結果を反映できる。
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A社

B社

C社

XBRL

A社
Web

環境報告
タクソノミ

GRI
タクソノミ

環境
報告書

CSR
レポート

B社
Web

C社
Web

開示項目
の粒度

報告形式 掲載場所

標準
タクソノミ

フォーマット

A社
拡張

B社
拡張

C社
拡張

CCRF
タクソノミ

財務情報
タクソノミ

環境報告への
XBRLの適用



環境報告タクソノミ
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環境報告タクソノミ（表示リンク）環境報告ガイドライン2007年版

環境報告ガイドライン2007
年版の記載項目を分割

環境報告
タクソノミ

環境報告タクソノミは環境報告ガイドライン2007年版をベースに作成した。



環境報告タクソノミ
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タグの属性情報

環境報告ガイドライン2007年版

タグの出典情報

タグの表示名称

環境報告タクソノミ（表示リンク）

環境報告タクソノミ（タクソノミスキーマ、名称リンク、参照リンク）

タグはXBRLの属性情報や表示名称（多言語対応）、出典情報な
どを有しており、環境報告ガイドラインを表現することが可能で
ある。

環境報告
タクソノミ



企業拡張した環境報告タクソノミ
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表示順序を変更

企業拡張で独自項目を追加

名称を変更

環境報告ガイドライン2007年版の記載項目

二酸化炭素 ⇒CO2排出総量の推移
ハイドロフルオロカーボン⇒HFC排出量の推移
パーフルオロカーボン ⇒PFC排出量の推移
六ふっ化硫黄 ⇒SF6排出量の推移

環境報告タクソノミを使って、企業毎の拡張タクソノミを作ることで、企業独自の環境報告
を表現することが可能になる。

環境報告
タクソノミ



企業拡張したXBRLファイル構成
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標準タクソノミ
(環境報告タクソノミ)

拡張タクソノミ

インスタンス文書

企業拡張を行っても、環境報告タクソノミに変更は加わらない。

環境報告
タクソノミ



インスタンス
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独自名称

企業拡張タクソノミを使って、インスタンスは作成される。
インスタンスには、文字列や数値などの情報が入力される。
タクソノミに設定した英語名称への切り替えも可能。

環境報告
タクソノミ



XBRLデータの利用例
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A社、B社は、それぞれ企業拡張を行い、拡張タクソノミは異なるが、環境報告タクソ
ノミを共通のベースにしているため、共通タグのデータ比較が容易である。

名称を変更しても、タグは
共通のため比較可能

拡張した項目は比較できな
いが、データは保持できる。

環境報告
タクソノミ
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お問い合わせ先

一般社団法人XBRL Japan 理事
有限責任あずさ監査法人 シニアマネジャー 筏井 大祐

daisuke.ikadai@jp.kpmg.com


